











工 字 博 土








昭和 53 年 6 月 21 日









において行った研究を本文 6 章，付録 1 章にまとめたものである。
第 1 章は序論で，マイクロ波発振器の同期現象に関する研究の歴史を概観し 本研究の意義と目的
を明記すると共に，従来の研究との差異を指摘することにより本論文の地位を明らかにしている。





























ペクトルを解明するとともに これらの結果から持性の異なる 2 個の発振器を方向性結合器を介して
非対称に結合した並列運転系の解析を行い，両発振器の特性および凶路が電力合成率， PM雑音特性
などに及ぼす影響について明らかにしている。また相互同期状態にある 2 個の発振器を注入同期する
問題についても解析を行っている。これらの解析結果は ガン発振器とインパット発振器との並列運
転の実験によって検証するとともに，並列逆転の実用上の諸問題について検討を加えている。
これらの成果は，マイクロ波発振器の並列運転系の実用化に新しい知見を与え，マイクロ波工学の
発展に寄与するものであり，学位論文として価値あるものと認める。
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